
歴史と自然のストック、京都御苑の魅力を発信

京都御苑ニュース
2016.6.1

130第 号

閑
院
宮
家
は
東
山
天
皇
第
六
皇
子
の
秀

宮
（
直
仁
親
王
）
を
始
祖
と
し
て
、
宝
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

屋
敷
地
は
公
家
町（
当
時
）の
南
西
部
が
下

賜
さ
れ
、
建
物
は
東
山
天
皇
の
御
所
が
移

築
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
後
の
邸
宅
跡
は
、
華
族
会
館

や
裁
判
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
旧
宮

内
省
京
都
支
庁
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、
収

納
展
示
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
主

屋
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
の
絵
図
に
は
、
池
の
形
と

建
物
配
置
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
南

東
に
広
が
る
池
や
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）
の
大
正
天
皇
即
位
大
礼

に
と
も
な
う
御
苑
大
改
修
に
よ
り
、
東
築

地
塀
が
南
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
敷
地
南
東
部
は
敷
地
外
と
な
っ
た

た
め
、
池
の
東
半
分
は
そ
の
際
に
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。
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京
都
御
苑
南
西
角
に
位
置
す
る
閑
院
宮
邸
跡
の
全
面
的
な
再
整
備
が
行
わ
れ
て

今
年
で
十
年
。
当
時
閑
院
宮
家
の
庭
園
の
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
た
京
都
市
埋
蔵

文
化
財
研
究
所
の
近
藤
奈
央
氏
に
そ
の
成
果
を
伺
い
ま
す
。

閑院宮邸跡の庭園と収納展示館 （南東から）

閑
院
宮
邸
跡
の

　
　
　 

庭
園
を
探
る

近
藤
奈
央
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で
し
た
が
盛
土
の
た
め
に
勾
配
が
大
き
く

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中

島
に
あ
る
高
さ
約
一
・
五
㍍
と
約
一
㍍
の

二
つ
の
景
石
は
、
新
池
造
成
時
ま
た
は
そ

れ
以
降
に
据
え
ら
れ
ま
し
た
。

旧
池
の
岸
は
、
新
池
の
南
東
寄
り
で
良

好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
写
真
①
）。
南
岸
は
人
頭
大
の

川
原
石
を
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
て
洲
浜
と

し
（
写
真
②
）、
石
を
固
定
す
る
た
め
直

下
に
粘
土
を
敷
い
て
、
丁
寧
に
貼
り
付
け

て
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
西
岸
や

北
岸
の
洲
浜
は
上
部
が
新
池
底
に
壊
さ
れ

て
い
た
た
め
、
川
原
石
は
二
～
三
段
分
し

か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
池
底
は
良

好
に
残
っ
て
お
り
、
隣
り
合
う
川
原
石
の

間
に
木
杭
を
打
ち
込
ん
で
、
洲
浜
を
崩
れ

に
く
く
し
た
構
造
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
写
真
③
）。
中
島
の
南
裾
部

に
は
、
洲
浜
に
対
応
す
る
川
原
石
を
敷
き

詰
め
た
旧
中
島
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
出

土
し
た
土
師
器
皿
は
十
八
世
紀
中
頃
を
示

し
て
お
り
、
閑
院
宮
家
が
邸
宅
を
築
い
た

時
期
に
ほ
ぼ
相
当
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
地

表
面
が
一
㍍
程
度
低
い
位
置
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
焼
土
層
を
北
岸
で
確
認
し
た
こ

と
か
ら
、
旧
池
の
北
岸
か
ら
建
物
が
建
っ

て
い
た
旧
地
表
面
に
む
か
っ
て
、
緩
や
か

な
傾
斜
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
な
お
、
焼
土
層
の
時
期
は
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
の
大
火
ま
た
は
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
の
い
ず

れ
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
確
認
し
た
洲
浜
は
、
同
様
の
意
匠

が
仙
洞
御
所
の
庭
園
に
も
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
皇
室
の
格
式
と
伝
統
を
意
識
し

た
作
庭
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま

拡
げ
た
も
の
で
、
現
在
の
池
の
祖
形
と
な

る
も
の
で
す
。
池
底
は
、
拳
大
の
礫
を
敷

き
詰
め
て
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
造
ら
れ

た
時
期
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前

半
で
す
。
西
岸
・
北
岸
・
南
岸
で
確
認
し

た
盛
土
は
そ
の
大
半
が
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
も
の
で
、
元
の
岸
は
緩
や
か
な
傾
斜

庭
園
が
造
ら
れ
た
当
時
の
姿
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
六

年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
で
は
、
新
旧
二
時
期
の

池
の
様
子
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

①
）。新

池
は
、
旧
池
の
西
岸
と
北
岸
を
掘
り

種
に
加
え
て
、シ
ラ
カ
シ
、イ
チ
イ
ガ

シ
や
ア
カ
ガ
シ
、
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
、

マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
日
本
各
地
か
ら
集

め
ら
れ
た
樹
木
が
、
あ
た
か
も
元
か

ら
そ
こ
に
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て
森

を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

五
～
七
月
頃
、
乾
御
門
の
近
く
に

純
白
の
大
き
な
白
い
花
を
咲
か
せ
て

い
る
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
は
、
日
本
人
に

は
な
じ
み
の
深
い
木
で
あ
る
が
、
実

は
北
米
中
南
部
生
ま
れ
の
木
で
あ

る
。
出
水
の
小
川
の
東
側
に
植
え
ら

れ
た
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
に
似
た
ジ
ュ
ン

ベ
リ
ー
も
生
粋
の
ア
メ
リ
カ
の
木
で

あ
る
。
イ
チ
ョ
ウ
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア

は
中
国
原
産
と
、
ふ
る
さ
と
を
遠
く

離
れ
た
異
国
の
地
で
た
く
ま
し
く
暮

ら
し
て
い
る
木
も
御
苑
に
は
意
外
と

多
い
。
御
苑
の
樹
木
の
世
界
も
国
際

化
で
あ
る
。

八
月
、
母
と
子
の
森
の
コ
ナ
ラ
や

ク
ヌ
ギ
の
木
の
下
を
歩
い
て
い
る
と
、

緑
豊
か
な
千
年
の
古
都
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
京
都
。
し
か
し
な
が

ら
、
街
中
に
は
意
外
と
緑
は
少
な

い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
京
都
御
苑
は

貴
重
な
生
き
物
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

御
苑
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

の
東
京
奠て

ん

都と

の
後
、
空
家
と
な
っ
た

宮
家
・
公
家
屋
敷
を
取
り
壊
し
、
明

治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
大
内
保
存

事
業
で
植
樹
と
苑
地
化
が
す
す
め
ら

れ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
多
く
は
明
治

時
代
以
降
に
植
え
ら
れ
た
〝
よ
そ
者

た
ち
〟
で
あ
る
。

御
苑
に
生
育
す
る
シ
イ
ノ
キ
も
、

市
内
に
自
生
す
る
コ
ジ
イ
と
海
沿
い

に
自
生
す
る
葉
も
実
も
大
き
い
ス
ダ

ジ
イ
と
が
あ
る
。
こ
の
他
ド
ン
グ
リ

の
仲
間
で
は
、
ア
ラ
カ
シ
、
コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
、
ア
ベ
マ
キ
、
ク
リ
な
ど
の

近
郊
の
森
に

見
ら
れ
る
樹

御
苑
・
い
の
ち
の
風
景
・
新
し
い
命

生
き
物
た
ち
の
し
た
た
か
な
駆
け
引
き

片
山
雅
男実をつけたジューンベリー

　　　図①　池跡南北方向断面図

白い清楚な花が美しい
ジューンベリー

写真①　旧池全景（北東から）

写真③　旧池北岸の護岸
（南東から）

写真②　旧池南岸の洲浜
（北東から）



緑いっぱいの京都御苑・御所に歩き疲
れて中立売御門すぐのレストハウスに
入ると、御苑ならではの美味しいラン
チが待っていました。京都発祥の木の
葉丼や衣笠丼など、どのメニューもボ
リュームたっぷりで、京風だしをきか
せた献立となっており、とても美味し
そうでした。私たちが注文した丼定食
は、ふわふわ卵と京風だしが効いた丼
と優しい味わいのうどん、季節の小鉢
がついていて京都の味を堪能できまし
た。お腹いっぱいで再び散策を開始す
るともう一軒、なにやらカフェのよう
なお店が駐車場横に見えてきました。
覗いてみると、こちらは先程のお店と
は異なりコーヒーやケーキ、ホットドッ
グなど京風の少し変わった美味しそう
なメニューがあり、また近いうちにこ
ちらも立ち寄ってみたいと思います！

平安女学院大学国際観光学部
緑いっぱいの京都御苑でランチ！

team 松　今井 優菜
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す
。
調
査
に
よ
っ
て
、
御
苑
内
に
残
る
摂

家
の
庭
園
と
は
異
な
っ
た
趣
を
持
つ
、
貴

重
な
宮
家
の
庭
園
遺
構
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

（
公
益
財
団
法
人

　

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
研
究
技
師
）

も
そ
う
遠
く
な
い
の
も
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

末
長
く
楽
し
み
、
ク
ラ
ブ
の
目
的
で
あ
る

「
テ
ニ
ス
を
通
し
て
、
健
康
保
持
・
親
睦

交
流
・
技
術
の
向
上
」
の
実
を
上
げ
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

ま
で
も
元
気
で
プ
レ
ー

で
き
る
こ
と
を
喜
び

と
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
春
の
桜
、
初

夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と
周
り
を
木
々
に

囲
ま
れ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
落
ち
葉
に

も
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
、
会
員
に
は
と
て
も
好
評

で
あ
る
。
ま
た
、
地
下
鉄
丸
太
町
駅
か
ら

私
に
と
っ
て
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親

し
ん
だ
貴
重
な
遊
び
場
で
も
あ
っ
た
御
苑
で

あ
る
。苑
内
富
小
路
休
憩
所
に
隣
接
し
て

今
は
改
装
さ
れ
た
五
面
の
コ
ー
ト
が
あ
る
。

私
た
ち
学
校
退
職
者
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
は
会
員
四
十
数
名
で
あ
る
。
練
習

に
は
平
均
十
数
名
の
参
加
が
あ
っ
て
、
今

年
で
創
立
四
十
五
年
の
歴
史
が
あ
る
。
多

く
の
諸
先
輩
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
い
つ

キ
の
大
木
の
下
に
カ
ラ
タ
チ
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
白
と

茶
色
の
ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
た
小
さ

な
幼
虫
と
、
黄
緑
色
の
大
き
な
幼
虫

が
懸
命
に
カ
ラ
タ
チ
の
葉
を
食
べ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫

で
、
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
る
鳥
の

眼
を
欺
く
迷
彩
服
で
あ
る
。
カ
ラ
タ

チ
の
木
に
つ
い
て
い
る
蛹さ

な
ぎは

薄
緑
色

で
あ
る
が
、
他
所
に
移
動
し
て
蛹
に

な
っ
た
も
の
は
薄
茶
色
に
な
っ
て
い

る
。
カ
ラ
タ
チ
の
葉
の
匂
い
を
使
っ

て
巧
妙
な
変
身
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

落
葉
樹
が
多
い
京
都
御
苑
で
は
秋

の
樹
林
地
の
地
面
は
大
量
の
落
ち
葉

で
覆
わ
れ
る
。
春
に
な
っ
て
も
落
ち

葉
の
量
は
変
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
常
緑

樹
の
落
ち
葉
が
積
も
っ
て
、
春
の
終

わ
り
に
は
、
樹
林
地
の
地
面
に
厚
い

落
ち
葉
の
層
が
で
き
る
。
梅
雨
に

な
っ
て
、
し
と
し
と
と
降
る
雨
に
落

ち
葉
は
十
分
に
水
を
含
み
、
気
温
の

上
昇
に
伴
っ
て
勢
い
づ
い
た
菌
類
の

営
み
に
よ
っ
て
、
み
る
み
る
と
分
解

さ
れ
、
夏
の
終
わ
り
に
は
一
年
で
最

も
少
な
い
量
と
な
る
。

蝉
し
ぐ
れ
の
御
苑
の
夏
。
日
本
各

地
、
世
界
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
植

物
や
動
物
、
菌
類
は
そ
の
種
の
誕
生

以
来
、
初
め
て
出
会
う
生
き
物
を
相

手
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
駆
け
引
き
を

行
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
何
気
な
い

御
苑
の
風
景
の
中
か
ら
そ
こ
に
暮
ら

す
生
き
物
た
ち
の
し
た
た
か
さ
を
目

に
す
る
と
き
、
至
福
の
喜
び
を
禁
じ

得
な
い
。（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

枝
先
に
緑
の
葉
を
つ
け
た
枝
が
落
ち

て
い
る
。
短
く
細
い
枝
に
三
枚
ほ
ど

の
葉
と
薄
緑
色
の
小
さ
な
ド
ン
グ

リ
が
つ
い
て
、
ド
ン
グ
リ
の
側
面

に
は
点
状
の
小
さ
な
黒
く
変
色
し
た

部
分
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ハ
イ
イ

ロ
チ
ョ
ッ
キ
リ
が
産
卵
し
た
跡
で
、

果
皮
の
ま
だ
柔
ら
か
い
こ
の
時
期
を

狙
っ
て
産
卵
し
た
も
の
で
あ
る
。
植

物
は
虫
に
葉
を
齧か

じ

ら
れ
て
も
じ
っ
と

我
慢
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
齧
ら

れ
た
部
分
か
ら
植
食
昆
虫
の
幼
虫
に

有
害
な
物
質
を
分
泌
し
て
抵
抗
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ハ
イ
イ
ロ

チ
ョ
ッ
キ
リ
が
枝
を
噛か

み
切
っ
て
落

と
す
の
は
こ
の
有
害
物
質
を
避
け
、幼

虫
を
守
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
子

を
思
う
母
の
愛
の
な
せ
る
業
で
あ
る
。

夏
の
樹
林
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫

が
棲
み
つ
き
、
木
々
の
葉
を
餌
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。
同
時
に
こ
こ
は

鳥
が
営
巣
す
る
場
で
も
あ
り
、
高
タ

ン
パ
ク
質
で
あ
る
昆
虫
類
は
雛
の
成

長
に
は
欠
か
せ
な
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一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所
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会員募集（平成２８年度）のお知らせ
平成２８年度（平成２８年１月～１２月）
の国民公園協会京都御苑会員を募集
します。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈	（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　 （一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ

6月 7月 8月 9月

6月～7月

6月～7月

ナツツバキ〈中立売御門東側、母と子の森周辺〉

アジサイ〈児童公園など〉

7月中旬〜10月中旬

ムクゲ〈閑院宮邸跡庭園など〉

7月～9月

サルスベリ〈間ノ町口内、九條池周辺、建礼門前、寺町御門など〉

御
苑
の
花
暦

誌面一新第 2 号となる「夏号」いか
がでしたか。御所、京都迎賓館も今
後通年公開を控え、新たな動きの年
になりそうです。これからも『京の
セントラルパーク 京都御苑』から
お届けします。 （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋敷の
面影残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室では
京都御苑の歴史や自然が学べます。中庭を巡る
回廊やレクチャーホールもあり、御苑マップや
苑内の見どころなど旬の情報を提供します。
●写真展〜京都御苑の生きものたち〜 開催中
開館時間： 9：00〜16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
定時ミニガイド： 11：00〜、13：30〜、15：00〜
アクセス：�間ノ町口（御苑南西角　地下鉄丸太

町駅　市バス烏丸丸太町　徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。参観や茶会など
にご利用ください。
参　観：�毎週金・土曜日、葵祭・時代祭・京都

御所一般公開日　9：30〜15：30
　　　　参観料　100円（高校生以上）
利　用：�茶会、句会、謡曲等の会合にご利用で

きます。上記参観日、年末年始を除
く毎日　9：00〜16：00　利用料　平日 
12,000円、日・祝日 15,000円（半日利
用は半額）

　　　　申し込み：国民公園協会京都御苑
アクセス：間ノ町口すぐ

休憩所（レストハウス・売店）

苑内中立売地区と富小路地区に 3 カ所、休憩や
お食事、喫茶等にご利用ください。京都御苑限
定のみやげ物など販売していますのでぜひお立
寄りください。
営業時間： 9：00〜16：30
中立売北休憩所（御苑西側中立売御門北すぐ）
食堂、売店（京みやげ）、
ギャラリー。夏のおすす
めメニューは、冷し天ざ
るうどん定食など。
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶。手作りホッ
トドッグ、ケーキなど。
ドリンクバーで飲み物お
かわり自由。
富小路休憩所 （御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）
軽食・喫茶、菓子等の
販売。落ち着いた雰囲
気のカフェでおくつろ
ぎください。

駐車場

苑内利用者のための駐車場を中立売御門と清和
院御門の2カ所に設置しています。
料　金：�乗用車 500円（最初の 3 時間、以降 1

時間ごと100円）
バス 1,300円（最初の 3 時間、以降 1
時間ごと200円）

中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場 7：40〜19：30　出場 24時間可
乗用車 252台収容　バス駐車可
清和院御門東駐車場（乗用車専用）
入・出場 8：40〜20：00（20：00以降閉鎖）
乗用車 81台収容

運動施設

苑内富小路地区と今出川地区に貸出しできる運
動施設があります。
富小路テニスコート（5面）
使用料　 1 時間　平日 1,300円
　　　　　　　　土・日・祝日 1,800円
富小路/今出川広場（軟式野球・ソフトボールなど）
使用料　 1 時間　富小路広場 500円
　　　　　　　　今出川広場 400円
申し込み：国民公園協会京都御苑

京都御苑夏の自然教室

—夏の御苑にふれよう—
歴史ある自然観察会ですが、初めての方大歓
迎！京都の街中の緑の御苑で、夏の自然を見つ
けに来ませんか。
日　時：平成28年7月24日（日）9：30〜12：00
集　合：�石薬師御門（京都御苑北東　地下鉄今

出川 京阪出町柳 徒歩10分 市バス同志
社前 徒歩5分）

受　付：当日9：00〜9：20

講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容：�夏の御苑内の草花、キノコ、虫や鳥の

生活を観察します。
参加費：100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑
その他：�筆記用具を持参、ルーペ・双眼鏡など観

察用具があると便利です。雨天時の準備、
野外活動に適した服装でご参加ください。

夏のトンボ池一般公開

生態系の保全のため普段は立入りを制限してい
る「トンボ池」を期間限定で公開します。カエル、
トンボ、チョウなどトンボ池の自然を観察しま
しょう。多くの方のご来苑をお待ちしています。

日　時： 7月1日（金）〜3日（日）9：30〜12：00
場　所：�京都御苑内トン

ボ池（富小路口
北東へ徒歩5分）

参加費：無料
主　催：�環境省京都御苑

管理事務所
その他：�野外活動に適し

た服装（長袖・長ズボン）でご参加下さい。

ナツツバキ ムクゲ サルスベリ


